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笠 原 正 雄
How we shall live in an era of contents
NIasao Kasahara
概 要
21世紀はコンテンツの世紀である。コンテンツには文化的、産業的、政治的側面な
ど多様な側面があり、コンテンツ技術の健全な発達、内容豊かなコンテンツの創出が、
国家的重要課題となっている。本稿では、コンテンツ技術を支える情報技術に携わる私
達に課される基本的姿勢は何であるか、を問い考察する。最初に、基本的な用語である
情報 ― InfOrma●on、技術 一 Technologyの対応が、必ず しも適切でないことを
指摘し、これらの用語について考察する。次に情報技術の光とその影について論 じ、特
に影の部分に焦点をあて、情報技術の成果であるテレビや携帯電話等々の存在が、乳幼
児育児環境に与える影響について考察する。
1 まえがき
情報 ―→Infomation、そして、技術 ― Technologyの対応が必ずしも適切でなく、こ
のため情報技術という基本的に重要な用語が、我が国において正しく理解されていない。
情報技術を人類文化そして福利の向上に役立たせるため、情報技術者は鋭意努力を重ねな
ければならない。しかし情報技術の用語そのものが曖味であることが、我が国のコンテン
ツの世界に暗い影を投げかけている。
20世紀後半より爆発的 (指数関数的)成長を続けている次の三つの技術、
● 演算技術 (信号処理技術を含む)
● 記録技術
● 通信技術 (ネットワーク技術を含む)
を三本柱とする綜合的な技術、これが情報技術 (InfOrllnadon Technologtt I「)である[18]。
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この技術が掲げる最終日標の一つは、
“視 。聴・嗅 。味・触覚全てを伴った現実と寸分変わらないヴァーチャル・リアリティの
コンテンツ世界を、ユーザ個々に適合した形、すなわち個性化コンテンツ[6]の形で提供
すること"
である。
近未来のコンテンッ世界では、
(1)成長した大人には幸福感、満足感等を与えるものであること
(2)乳幼児には、感性、創造性等を酒養するものであること
が目標としてかかげられる。
本稿では現コンテンツ環境が、上記 (1)および (2)を満たすものであるか否かについ
て考察する。まず始めに次章で、本稿のキーワードである「倫理」、「技術」などの用語に
ついて解説する。
2 情報技術のキーワード
2.1 倫理 とは.情報倫理 とは
倫理という言葉について和辻は、“倫"は人間共同体の秩序つまり「人間の道」を意味し、
“理"は倫が有する道の意味を強調するにすぎない、としている[9]。
しかし倫理の “理"には、単なる強調ではなく大きな意味があると考えられる。“理"は
宋学においては宇宙の根本原理を意味する。さらに、宇宙についての東洋における最初の
定義は、“宇は空間のひろがり、宙は時間のひろがり"であった。宇宙についてのこの斬新
な定義は、紀元前2世紀の著書『淮南子』にさかのぼる[10]。
こういったことを考えると、倫理とは “時間、空間、人間の根本原理、人の在り方、存
在への思索"と解釈されよう。いずれにしても倫理という言葉には、“間"の喪失というこ
とは想定されていない。“間"が抜け落ちた “時"と “空"に住み、“個"と化した人に倫
理の姿勢を問うてみて効果があるのか、という素朴な疑間が倫理という言葉に既に含有さ
れている[3]。
以上を踏まえると情報倫理とは、情報技術の成果としての製品、すなわち携帯電話、大
画面ハイビジョン映像、ゲーム、ペットロボット等々の成果が、時間、空間、人間の在り方
にどのような影響を及ぼすかについて、真摯に考究する姿勢そのものを意味すると言える。
本稿では紙幅の関係で、情報技術の時間、空間の在り方への影響について論じることは
割愛し、さまざまな情報技術の成果が、私達の不注意によって人間の在り方にどのような
影響を及ぼすかについて、“乳幼児とテレビ、そして絵本"という切日から詳細に考察する。
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2.2 情報、インフォメーション、技術 そ してテクノロジー
情報技術はどのようにコンテンツに関わるか。このことを考察するに当って出発点とな
るもの、それは以下の問いに対する答を真摯に考えることである[7]。
●情報とは
● インフォメーションとは
● 技術とは
● テクノロジーとは
筆者は情報技術、情報倫理、技術倫理等に関連する学会で講演する際、上記設間を提示し
アンケートの形で出席者に無記名で回答を求めたりしているが、殆どが無回答に近く、突
然問われても分からないといった回答が多い。
前向きに回答してくれた数少ない幾つかの例を要約して、以下に示そう。
□情報とは
回答例 1
回答例2
回答例3
□技術とは
回答例 1
回答例2
回答例3
表現できない対象
あまねく存在するもの
不確実性を少なくするもの
利用されるもの
人間から現実への働きかけの理論
問題を解決する道具
もともと情報あるいは技術について国語辞典などで調べてみても、首をかしげざるを得
ない答しか見出せない場合も多い。したがって上記回答は情報あるいは技術の一面を表し、
熟慮した上での深い意味が含有されているという可能性は、残されている。なお、テクノロ
ジーとはという問いかけに対しては、無回答あるいは技術に同じといった回答が見られる。
いずれにしても我が国においては情報あるいは技術という重要な用語が曖味に理解されて
いるとの印象が強い。そこでこういった曖味さを払拭するために情報そしてインフォメーショ
ンに対する筆者自身の回答を図1に示す。図1(a)と(b)によって、「InfOm誼on」とその
訳語としての「情報」の間には基本的な差があることが分かる。欧米人のいう「Inforlnation」
と私達が使う「情報」との間に明らかに差が存在している。
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“情報"とは、
(1)事柄の内容、ようす,またはその知らせ
(2)状況に関する知識
である(小学館発行の日本国語大辞典よタリ)
一般に“情"の意味は五通|りに分けられるが、情報の“情"は
唯一、心がかかわってぃない
1情報とは“ありのままの知らせ"である
(a)
|・ハイデッガーは「lnfOrmationはインフォー ムする、すなわ |
| ちlnfOrmationは、報道と同時に形成し、整列させ、整頓 |
| させる。・・」という解釈を与えている          |
鶯
コメント:インフォメー ションには、相手の内部、心に(in)、|
報道を形成する(formation)というニュアンスが潜在する |
(b)
図1 情報とは.インフォメーションとは [1]
2.3 Mechanical A威,Technologyに対する共通の訳語「技術」
小学館発行の日本国語大辞典 (全25巻)によれば「技術」の第一の意味は、
(1)物を取り扱ったり、事を処理したりする手段
とある。引き続いて次のような文章が、同辞典に記述されている。
西周『百学連環』(総論):「Mcchanical A■(器械技)and Liberal Art(上品芸):原語
に従うときは貝1ち器械の術、又上品の術という意なれど、技術、芸術と訳して可なるべし。
技は肢体を労するの字義なれば、総じて身体を働かす大工の如きもの是なり (以上、同辞
典第5巻、p.569より引用)」
哲学者西によって、Mechanical A威(器械技)=技術とされたわけである。西の真意は
技術=器械術であり、「技術」とは、身体を働かす大工の如きもの是なり、であった。しか
し西の真意に反し、そして我が国にとって不幸なことに、後世Technologyに対しても、同
挙
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躙 =胴 +圃
技術は哲学、倫理と一体.ロゴスが抜け落ちた技術は |
危い.哲学、倫理を考えることは、将来、国家に大きな |
(文化的、経済的)利益をもたらす         |
図2 技術とは
じ “技術"が訳語 (訳者不明)として定着し使用され始めた。
Technologyの本来の意味は図2に示したように、Psychology,Gcology,Zoology等々
と同様、学問という意味の方が強い。したがってTechnologyに対しては、技術学あるいは
技術論という訳語もあり得たし、この方がTechnologyという言葉の本質に近いと考えら
れる。
このような歴史的な経緯によって、我が国においてはロゴスの部分が抜け落ちた器械術
的技術が支配しつづけている。21世紀に入って益々成長し、巨大化するTechnologyに対
してはこのような姿勢は通じない。ロゴス、倫理の抜け落ちたぬけがらのような巨大化
Technologyを追求する姿勢が如何に危く、そして如何に大きな負の遺産を後世に残すか考
えなければならない。このことへの反省が私達に今こそ求められている。しかしながらこ
の問題についての考察は本稿の主題から外れる点があることを考慮して、本稿第6章「む
すび」でこの問題を再度取り上げて考えてみたい。
2.4 情 報技術 とは
情報技術とは、「まえがき」で述べたように演算技術、記録技術、そして通信技術を中心
とする技術を意味する [1、2]。上記三つの技術のことごとくが、1960年前後より相互に深
く絡み合いながら指数関数的成長 (爆発的成長)を続けている。そして世の中を急速に変
革していく非常に大きなエネルギーとなっている。
社会を支える基幹的な技術が、半世紀もの間恒常的に爆発的成長をつづけるといった事
態は、技術史上経験のないことである。上記三つの技術を三本柱とする情報技術 (I「)の
めざましい発展が、自然の成り行きとしてネットワーク社会、インターネットの世界を幕
開きさせた。情報技術は、ネットワーク社会で人類が活躍するための舞台作 りをする技術
である。電子の都市空間、つまリバーチャルな建物、バーチャルな交通システムを構築す
る “建築技術"である。
?
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情報技術の発展によって時間的、空間的制約[1]を克服して視聴覚だけでなく、触覚、味
覚、嗅覚等をも仮想現実の環境で再現することが、可能となる。例えば味覚の場合、脳、舌
等の体内に埋め込まれたインプランタブルコンピュータに、映像からの電波が送られ、こ
れを受信した体内のインプランタブルコンピュータが味覚神経を刺激して、例えば、奈良
時代や平安時代の庶民の料理を視聴者に賞味させるといったことが可能となる[6]。
情報通信技術の究極の目標は、映像、音楽、音声、データ等様々な形をとるコンテンツ
を、できる限り正確に受信者に伝えることである。情報技術の進歩によって、21世紀後半
には人々は、襖をあけて隣りの部屋に入っていくような感覚で、仮想の世界と現実の世界
を何の違和感もなく行き来し、二つの世界に同時に生きることを楽しむ、といったことが
想像される。
情報倫理はインターネットの影を問う学問ではなく、情報技術の発展がもたらす世界に
おける人間の在り方を考える学問分野である。この世界では人間の在り方についての深い
倫理的な洞察が、技術面での発展とバランスをとって進められることが強く望まれている。
3 テクノロジーとは
3.1 テクノロジ のー語源
前述のように、技術という日本語を介在させて、
Technology = Mcchanical Art
という関係が、我が国において成立した。技術立国を目指す我が国にとっては憂慮すべき
ことである。
テクノロジーの語源は図2に示すように、ギリシャ語でテクネー十ロゴス、すなわちロ
ゴス (論理、調和、理性、法則等々)を伴うテクネーである[11]。
プラトンはテクネーの部分を表1のように分類している[11]。制作術の分類の中にある
“類似像"というのは、真の実在であるイデアの写し、いわばコピーである。天上に普遍
的なイデアが存在し、地上で目にするものはイデアの類似像、写しに過ぎない。家の中の
机や椅子、野山にある花や木は、それぞれのイデアの写しである。プラトンはこの考えに
基づいて、例えば花や木を描く画家は、イデアのコピーをさらにコピーしているに過ぎず、
芸術家としては認められないとした。周知のように、プラトンのこのような考え方を否定
し、芸術家の名誉を回復したのは、アリストテレスであった。
イデアには非常に深い意味があり、数学そして人類の精神史に大きな影響を及ぼしたと
考えられるが、その詳細については紙幅の関係で割愛したい。イデアについてのより深く、
より具体的なイメージは文献[12]に記述されている「洞窟の比喩」より得られよう。
技術について深い洞察を示したハイデッガーは、 ドイツ語のテヒニック (Technik)の
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表1 プラ トンによるテクネーの分類 [11]
テクネー
獲得術 制作術
学習術、計算術、
知識獲得術、狩猟術等
実物制作術 影像製作術
農耕術、医術等 類似像製作術等
語源はギリシャ語のテクネー (Technこ)であるとした [11]。ハイデッガーによれば、テク
ネーとは蔽いをとって顕す働きである。蔽いをとって現れてくるものは何か。それこそが
真理である。以上のような考え方に従うと、テクネーとは “真理の自己顕示 [11]"、“真理
発見への働きかけ[5]"であると解釈できる。
3.2 ロゴスを伴ったテクノロジーの出現そして分裂
ロゴス (論理、調和、理性、法則、比例、
いう形で人類社会に最初に登場したテクノロ
● バビロニアの占星術
● エジプトの測地術
● ギリシャのポリスにおける音楽
…)十テクネー (真理発見への働きかけ)と
ジー として、以下をあげることができる[13]。
これらの全てに共通することは、国家の安寧、人々の精神的安らぎに寄与したことであ
る [5]。
テクノロジーは古代ギリシャにおいて
テクネー、技術労働 ―→ 奴隷の世界
ロゴス、学問    一→ 自由人の世界
のように分裂した[13]。
ロゴス思想は、普遍的な形、数量的比例を世界の根本と見、当時のテクネーに比べ遥か
に高度に発達した学問の世界を構築し、自由人の世界で受け入れられた。古代ギリシャに
おいてロゴス思想は数学の世界を構築し、その思想は、ルネサンスに至るまで人類の精神
史に大きな影響を及ぼすこととなった[13]。
一方、奴隷の世界に委ねられたテクネーが、ロゴスによって支援されるということは、さ
まざまな理由によって阻まれ、実現しなかった [5]。
ロゴスを伴ったテクネーすなわちテクノロジーの復活は、ルネサンスまで待たねばなら
なかった。20世紀そして21世紀、テクノロジーの分野は、百花績乱の勢いで咲き誇って
いる印象が強い。しかし同時に、テクネーの部分の爆発的な肥大化に比べて、ロゴスの部
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分の進展が相対的に益々小さくなっていく印象を、否むことはできない。
図2に示したように倫理は、技術の世界に、将来大きな利益をもたらすものである。技
術に光をもたらす必要不可欠なものである。技術の世界に真の利益をもたらすという意味
で、倫理は技術の基本の基本、非常に奥深いところにある基本である。
4 今世紀の主役、コンテンツ
4.1 コンテンツ、その多様な側面
21世紀はコンテンツの世紀といわれて久しい。コンテンツは以下のように、さまざまな
側面を持っている。
文化的側面 [[8]、第4章]
1990年代初頭、ガットウルグアイラウンドの場で映画市場開放を迫る米国クリント
ン政権に対し、フランス文化を守るという立場からのミッテラン大統領の強い主張が
あった。産業的側面に立つ米国と文化的側面に立つフランスの間ではその後も対立が
続くこととなった。
産業的側面
ポケモンの世界市場の累積売上は、21X10年ごろの時点で3兆円という巨額に及んだ
とされている[[8]、第4章]。 クレヨンしんちゃんの商標権に関わる失敗例は、コンテ
ンツの産業的側面を強く浮かび上がらせるものであった。
政治的側面
市民への倫理的、政治的教育という側面を有していたギリシャ神話に始まって、多く
のコンテンツが国家政策に沿った形で現在に至るまで創出され続けている。しかし、
注目すべきことは2010年以降この流れに変化が認められ、市民の発信するコンテン
ツが、逆に国家、政治を動かす方向に働き始めている。施政者から庶民へと動いてい
た歯車が庶民から施政者へと逆方向に動き始めているのである。
4.2 コンテ ンツの要件
コンテンツとは何か?そしてコンテンツに課される基本的要件は何か?この難しい質問
に対する分かりやすい答を、図3に示した万葉集の歌に見出すことができる [1、2]。この歌
を読むと、
● 作者は 17、8才の女性と推定されること。作者の年令が、この年令から上あるいは下に
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外れるほど不自然さが感じられるようになること
● 女性の袂に納められた細石は、女性の望むときに袂からとり出され、その度に実体 と
しての君が女性の心に回帰するであろうこと。仮 りに、女性の父親、母親がこの細石を
預かり、父母のペースで細石が女性に見せられるようなことになれば、女性の心にはも
はや豊かな恋情は育まれ得ないであろうこと
などが想像される。
この歌は、細石という “コンテンツ"を通して、コンテンツの在り方を以下のように教
えている[6]。
コンテンツに課される要件1:コンテンツの良否は、年令によって大きく異なることを考
慮すること
コンテンツに課される要件2:コンテンツは、自己のペースで観賞するものであることを
考慮すること
情報技術の目標は、これらの要件をlfXlパーセント満たすコンテンツを創出し、私達の
生活を真に豊かにすることである。将来、要件 1と2を満たすヴァーチャル・リアリティ
の世界が、現実世界に完全に一致した形、つまり視聴覚だけでなく触覚、味覚、嗅覚をも
完全に忠実に再生する仮想空間をユーザに提供することとなる。そこはユーザ個々の年令、
個性などに適合した “個"の世界、完全な個性化コンテンッ (オーダーメードのコンテン
ツ)を提供する世界である。
コンテンツ技術の最終日標は、このような “個"の世界をユーザに提供することである。
完全な個性化コンテンッの時代の到来を目標に、情報技術の分野では研究開発が進められ
ている[6]。
20世紀は均一コンテンツ (レディーメー ドのコンテンツ)が席巻し、映画、レコー ド、書
『信濃なる千曲の川の細石も
君し踏みてば玉と拾わん』
ヽ
主体
ヽ
シンボル体
(コンテンツ)
図3 コンテンツの本質を教える万葉集の歌
実体
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籍などのコンテンッ巨大市場を形成した。21世紀に入っても均一コンテンツが依然として
主流である。均一コンテンッには、違法コピーの問題が後を絶たない。しかし将来実用の
舞台に登場するであろう個性化コンテンツ、つまリオーダーメードのコンテンツには、個
性化が進められているために違法コピーの入り込む余地が少ない。違法コピーの問題を解
決するために、個性化コンテンツの研究開発を進めることを情報技術の大きな目標の一つ
として掲げることができる[6]。
5 コンテンツ時代における、乳幼児の環境
情報技術の目標である個性化コンテンツ創出の流れが日毎に加速する中で、乳幼児が置
き去りにされているとの印象を否むことができない。このことについて、乳幼児と絵本そ
してテレビという切日から考察する[1-4、7 8]。
5.1 幼 児 と絵本 の世界
絵本の世界は、 1～3歳の幼児にとって象徴化能力、感性、創造性、あるいは努力持続
性等を育む上で大切な空間である。幼児は、絵本という静止画を心の中で連続的なアナログ
のシーンに置き換えて、実体を脳裏に描いていく。この意味で絵本の世界は、0歳児のこ
ろに住んでいた世界、つまり誕生後に経験した長い睡眠の中で見た豊かな夢の世界に近い。
幼児を迎える絵本の世界は、現実の世界から夢の世界に橋渡しをしてくれる心地よい空
間である。幼児は、図4に示すように
幼児→絵本→実体→幼児→絵本→ …
という思想の流れにより実体を脳裏に描き、実体の世界に遊ぶ。幼児は毎日同じ内容の絵
本であっても、繰返し繰返し飽きることなく読み、父や母に読んでもらうことに大きな喜
びを感じる。そしてこのプロセスによって、幼児に豊かな感性、倉1造性、努力持続性等が
育まれていく。米国の文明評論家マンフォードがヒトをしてホモ・サピエンスに至らしめ
た最大の要因として、ヒトが眠りの中でみる夢の効果をあげていることに注目したいと思
う[14]。
5.2 幼児 とテ レビの世界
絵本の世界に対しテレビの世界は、多くの場合図5に示すように現実に限りなく近いリ
アルな世界である。この世界は子供にとって、シンボル体がすなわち実体であるために、真
の存在が何であるかを把握することが難しい混乱の世界である。
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自閉症児、健常児の統合教育に取り組む牧師江川によれば、“テレビは決して心を育てる
ものではない、母親が不在であるかのように子供が母親に関心を示さなくなった場合、テ
レビから子供を取り返すことは非常に困難なこと"と述べている[15]。江川のこの警告に
対しては、今日であればテレビをゲーム機に置き換えて、耳を傾けることもできる。情報
技術に携わる者には、自らがつくり出す製品の影の部分に、もっと大きな注意を払うこと
が望まれている。
家庭内のテレビの大型化ハイビジョン化は、リアルに現実世界を再現するという意味に
おいて、ラジオ、そして従来の自黒テレビ等に比較して “非象徴化"を益々進展させてい
る。マンフォードの言う夢の世界、眠りの中でみる夢の世界とはほど遠い世界である。
乳幼児の生活の場にテレビ画面がつけっばなしになっていると、乳幼児の目や耳はテレ
ビ画面に向かざるを得ない。乳幼児はこの画面に対しコミュニケーションを試み、そして
シーンの意味する実体を模索する。しかしこのとき幼児の心の中に形作られている世界は、
大人からは、想像することができない混乱の世界である。
歴史の浅いメディアであり、象徴化が進んでいないテレビ画面を、幼児が 1日に何時間
ノ   ミ
シンボル体
(コンテンツ)
図4 絵本を読む幼児の思想の流れ
(“実体"は、幼児の日でコンテンツを見ての実体)
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“``1'7 シンボル体
(コンテンツ)
図5 テレビを見る幼児の思想の流れ
(“実体"は、乳幼児の日でコンテンツを見ての実体)
実体
主体
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も視聴することは大きな危険と隣り合わせである。この理由は、ヒトが生得的に備え持つ
象徴化能力が芽生え、最も活力あふれて活動し伸長し高められる時期は誕生後の数年間で
あり、幼児にとって将来、社会人として受け入れられるために必須となる感性、創造性、努
力持続性等を発達させなければならない大切な時期であるからである。
乳幼児がつけっばなしのテレビに長時間接することが、何故良くないのか?その理由は
何か。この問いかけに関する限り、筆者は科学的根拠に基づく理由を細々と述べることに、
懐疑的である。つまりこのような暮らしの中の身近な問題に、科学の力を借りなければな
らないのかという疑間である。つまり、赤ちゃんが子守役としてのテレビを赤ちゃんだけ
で長時間 (NHKが2004年11月5日に放映した番組『子供とテレビ』によれば、日本人
赤ちゃんの平均視聴時間は1日当り3時間15分)視聴するのは良くないのではないかとい
う親としての直感的判断が優先される。しかし “危険と隣り合わせである"という回答で
は、一般に余りにも説得力がないことを筆者は日頃痛感している。そこで本稿では敢えて
科学的な立場からの解説を試みる。以下においては赤ちゃんの真の姿を紹介し、赤ちゃん
とテレビをはじめとするコンテンッとの関係、その良否について考察する。
5.3 ヒ トの赤ん坊 は子宮外胎児
ヒトの赤ん坊は、スイスの動物学者ポルトマンが指摘したように高等哺乳類の中で唯一、
子宮外胎児と呼ばれる存在である[16]。高等哺乳類の赤ん坊が共通に離巣性であるにも拘
らず、ヒトの赤ん坊は “胎児"であって、ネズミ等の下等哺乳類の赤ん坊に近い就巣性 (ヒ
トの場合、二次就巣性という用語が使われることもある)である。ヒトの場合には “胎児"
が健やかに育つことができる “巣"が必要とされる。
高等哺乳類の赤ん坊とヒトの赤ん坊の間には図6と図7に示すような決定的な差がある。
高等哺乳類の赤ん坊はシカやウマの赤ん坊に見られるように、誕生直後に母親の表情を見
て “危険"、 “躾け"、 “甘え"などの実体を知ることができる。自己、シンボル体、実体の
分離が確立されている。
一方、ヒトの赤ん坊においては図7より明らかなように、自己、シンボル体、実体の分
離がなされていない。つまり自分自身と母親の区別すらできない。この時点ではヒトの赤
ん坊においては “時"の流れ、そして “近さ、遠さ"の認識はなく、時間も空間もほとん
どポイントとして存在するだけであることが推測される。ヒトの赤ん坊の脳は、まわりの
大人の協力により、点としての “時"と “空"とを “距離化"し、時間と空間の認識が可
能になる。宇宙の誕生時と同じような変化、つまり時間の拡がり、空間の拡がりが赤ん坊
の心の中に起こっていることが強く推測される。
誕生直後のヒトの赤ん坊においては、日唇以外の随意運動は不可能である。しかし脳は
大人の想像以上に活発に機能している。赤ちゃんの脳は能動的にまわりの状況を模索し、自
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己、シンボル体、実体を引き離す作業、つまリウェルナーとカプランのいう “距離化"に
励んでいる[17]。誕生後のlヶ月、殆ど目を閉じたような状況の中で、活発にあたりの状
況を模索する。仲渡・小林・山口によれば生後半年、赤ちゃんは視力に乏しく不鮮明なぼ
んやりした世界しか認識できない [18]。日の前の状況をかすんだ状態でしか観察できない
中で、生後0～3ヶ月の赤ちゃんの脳が生得的に追い求めている画像は何か。それこそは丸
い形のもの、つまリヒトの顔に近い画像であると推測できる[18]。
赤ちゃんは、ぼんやりとしか目に映らない顔画像への自発的微笑 (生後間もない赤ちゃ
んが意味もなく笑っているように観察される微笑)等をこころみる。このことへの反応つ
まり “丸い形"に心地よい変化があれば、脳は、いわば勇気づけられる。つまり、赤ちゃ
んの脳は、確かな期待通りのレスポンスを観濃1することによって励まされる。そしてこの
主体
ノ   亀
シンボル体
(コンテンツ)
実体
図6 誕生直後の高等哺乳類の赤ん坊の思想の流れ
“シンボルってなあに?"
“自分と母親の区別もできない…・
ましてシンボルなど…・"
ウェルナ ・ーカプラン『シンボルの形成』ミネルヴァより
図7 誕生直後のヒトの赤ん坊の思想の流れ
へ
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ことを励みにして周囲の人の顔画像の認識をより確かなものにしていくと推測される。因
みにこの自発的微笑は社会的微笑の準備運動として考えられるが、高橋によればこの自発
的微笑は胎生期の32～35週にピークがあるという[19]。ヒトは誕生する前から社会参加ヘ
の準備を始めている !私達はこのことを重く受けとめねばならない。
映画『ジョーズ』にも登場する巨大なホホジロザメは、胎生期において何十匹もの兄弟
を共食いし、最後に生き残ったたった一匹の勝者が生れてくるという。サメは捕食行動を
誕生以前に準備して生れ、ヒトは社会参加への準備を誕生以前に行って生れる。重く、極
めて重く受けとめねばならない事実である。
ヒトの赤ん坊は大人からの働きかけを待つという受身の学習をしているのではなく、自
らの生得的行動すなわち自発的微笑等の能動的行動を試み、その結果与えられるべき大人
からの適切な反応、適切な回答を期待し、これにより行動の妥当性を知ろうと努める (本
章の5.4「バーンシュタイン理論が教えること」および5,7「再帰説」参照)。 赤ちゃんか
らの生得的、能動的問いかけに対する回答は、携帯電話、テレビ等々のメディア、あるい
は他のことに気をとられている大人の顔、そして子守役として与えられているテレビ画面
からは、何一つ返ってこない。
5.4 バーンシュタイン理論が教えること
ヒトの脳は外界からの刺戟を受けて反応するというパプロフの条件反射理論は、広く知
られている。刺戟受容体であるヒトの脳に対しては刺戦を与えつづけることが、結局、ヒ
トの成長につながるという考えである。
このパブロフの理論に対し、20世紀中頃バーンシュタインは、動物の脳の本質は能動的
に環境を探索することにあるとした。パブロフ理論に対するバーンシュタイン理論は、当
時のソ連の人間観に反するとして、プラウダ紙に批判されたという。そして職をも失った
とVヽう[20]。
パブロフとバーンシュタインの理論を、以下の世代を切口にして、比較してみる。
(I)乳幼児 :
パブロフ理論は、乳幼児にはあてはまらない。前節で述べたように、乳幼児においては
能動的行動が主体であってバーンシュタインの理論が明白にあてはまる。
(Ⅱ)大人 :
パブロフ理論は大人にはあてはまるように思われる。何故なら大人は映画館、音楽会会
場、野球場―に足を運んで、ひたすら受身で刺戟を受けつづける存在にもみえる。この
ため “サイモンの蟻"[1]の心理で、大人達は乳幼児世代ほか全ての世代を大人と同様、
刺戟受容体であると考える。つまりすべての世代をパブロフ理論の日で見る。
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バーンシュタイン理論は後述の5.7「再帰説」 [1、22]に深いところで繋がっているが、乳
幼児においてはバーンシュタインのいう能動的に環境を模索するという姿勢が、刺戟を受
容しつづけるという受身の姿勢に比べて明らかに遥かに強い。
大人は上述のように、パブロフの考えをより自然な考えとして捉えてしまう可能性があ
る。このため、大人は大人の視点に立って、乳幼児にも一方的に刺戟を与えつづけること、
例えばカラフルなテレビを一方的に見せつづけたとしても、赤ちゃんにとっては大きな刺
戟となり、この刺戦によって脳が成長すると考えてしまう。図8に示した “サイモンの蟻"
[1]の心理である。大人の目ではなく、赤ちゃんの目になってテレビを見ることは非常に難
しい。
サイモンの蟻 :
図8に示したように、砂漠のような道を歩む蟻のあとにできる軌跡を、ノーベル経済学
賞を受賞したサイモンは、経済の世界の歩みと見る。蟻はその場の地形に合わせて機械的
に歩んでいるにすぎないが、経済の世界も蟻の歩みと同じで、その時点、その時点で最適
と考えられる選択を試みているにすぎない、決して遠い目標に向かって一直線に進むわけ
ではない、とサイモンは考える。
サイモン以外の大人たちは、砂地に残されていく蟻の軌跡を見て、蟻にも悩みがある、
心の葛藤がある、などと考たり、蟻の歩んだ跡を自分の人生の歩みと重ね合わせてみたり
する。
幼児、小学生の場合は、“蟻さん、お絵かきしている!"“蟻さん、怪我したの?"な
どなど、いろいろ想像力を働かせて見る。
数ヶ月の乳児であれば、蟻に気づいても軌跡には全く関心がないであろう。
このように、サイモンの蟻は観測者の年齢、経験等によってシンボル (コンテンツ)は
非常に異なった観点からとらえられることを教える。テレビ画面についても例外ではない。
20世紀後半から今世紀にかけて急速に発達した情報技術の成果としてのハイビジョン映
蟻にも悩み,
心の葛藤…
図8 サイモンの蟻
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像を1歳に満たない乳児が 1日3時間以上見ている姿を見て、大人の側から
結構楽しんでいる
カラフルな動きのある映像を見て脳が刺戟を受け、脳の血流が活性化され、何もさせな
いよりは知能の発達が促される
等々の見方をしてしまう。大きな危険と隣り合わせである。筆者がアンケート等によって
調べた結果では、半数近くが乳幼児の日ではなく大人の日でテレビを見て、子守がわりの
テレビが赤ちゃんの脳の発達を促すという意見を述べている。乳幼児の心を百パーセント
大人の物差しで測っていることを示す結果である。
心理学者ピアジェは、子どもを大人の日で見るのではなく、子どもの目になって物事を
見つめ、そして判断することの大切さを強調した。20世紀を代表する科学者の一人とされ
るビアジェの言葉に私達はあらためて耳を傾けねばならない。
5.5 コミュニケーション空間の “間"
心理学者吉田は、文化人類学者ホールのコミュニケーションに関する研究を紹介する中
で、コミュニケーションという立場から考えた対人距離には以下の4種類の距離があると
述べている[21]。
● 密接距離
● 個体距離
● 社会距離
● 公衆距離
:例えば、子育て中の母親と胸に抱かれた赤ん坊との距離
:例えば、親しい友人との間で会話をする距離
:例えば、初対面の来客に対して応接係が会話を交わす距離
:例えば、教室内での教師と学生との間の距離
である。
筆者が、大阪学院大学ほか幾つかの大学における講義の場で、これらの距離を具体的の
どのくらいと考えるかについて質問した結果、
密接距離 : 5∝m程度
個体距離 : llXl～15∝m程度
社会距離 : 150cm程度～数m
公衆距離 : 数m以上
のような回答を得ており、それぞれの値に大きなばらつきはない[1]。
このアンケート結果より、コミュニケーションには相手との “間"が基本的に重要な役
割を果していること、そして多くの人がこのことを認識していることが分かる。
誕生直後の赤ちゃんと母親の間には、以下に述べるように豊かなコミュニケーション空
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間が形作られている。
(1)授乳時の母子の姿勢が他の高等哺乳類に比べ優位な位置、コミュニケーションの場にお
ける密接距離にあること
(2)赤ちゃんに固有の行動、すなわち、授乳時に一定周期での休上期間をおくこと、そして
この休上期間にクーイングと呼ばれる哺語以前の発声がなされ、母子とのコミュニケー
ション空間が豊かにされること[23]
ヒトは誕生直後より、“間"のとり方を学んで社会人となる。テレビ画面に登場する人物
と接し続ける赤ちゃんは、将来、社会人として生きていく上で大切な “間"を学ぶことが
できず、社会人として成長する際に大きなハンディを背負わされることとなる。
5.6 コミュニケーシ ョン空間形成への赤 ちゃんの働 きかけ
ヒトの赤ん坊は運動機能が未発達で、大人、特に母親とのコミュニケーション空間を赤
ん坊の側からはうまく構築できないように思われる。しかし、ヒトの赤ん坊は非常に鮮明
な形で社会性を示す生得的な振舞いをし、このことが大人、特に母親との豊かなコミュニ
ケーションの場を作ることに役立っている。
生後間もない赤ちゃんに見られる行動の中で、社会性を強く感じさせる振舞いがあるこ
とは、ひろく知られている[1、23-25]。それらのうち代表的なものは、
①模倣
②自発的微笑
③相互作用の同期性
④クーイング、哺語 [1、23-25]
であり、誕生直後に出現する[1、23-25]。
①の模倣とは誕生後間もない新生児に向かって、大人が手をポンポンと叩いたりすると、
偶然とは考えられない高い確率で赤ちゃんも同じような動作をすることをいう[24、25]。な
お、生後間もない赤ちゃんの大脳皮質は未発達で学習能力は備わっていない。したがって
「模倣」という用語は必ずしも適切ではないことに注意したい。
②の自発的微笑とは、前述のように生後間もない赤ちゃんが、意味もなく笑っているよ
うに観察される微笑であり、社会的微笑の準備運動として解釈される[1、19、23-25]。
③の相互作用の同期性とは、もともと大人同士の会話の場面で、相手の発声する音節、単
語等に合わせて身体が動く現象をいう[1、25]。佐藤は大人に見られる相互作用の同期性が、
誕生後間もない赤ちゃんにも認められると指摘している[25]。母親の声に極めて正確に同
期をとって動く赤ちゃんの行動は、社会に参加することを願望する能動的な行為であると
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考えられている。
④のクーイング、哺語もまた赤ちゃんにとって大切なコミュニケーションの道具である。
すなわち生後問もない赤ちゃんから発せられるクーイングそして哺語が大人との間に形
づくられるコミュニケーション空間を非常に豊かにしていることに注意したい [1、23]。
哺語は言語音声発声の準備運動としてとらえることもできようが、主要な目標は、明ら
かにコミュニケーション空間を豊かにすることにある。
文献[26]に
“耳の聞えない赤ちゃんは手で哺語を話す"
という見出しのもとに哺語についての注目すべき記述がある。以下に要約しよう。
“耳の不自由な両親の間に生れた耳の間えない生後 10～14箇月の赤ちゃんが両親と同じ
ように手話に似たようなことをしている例がカナダのマギル大学の研究者によって報告さ
れている。さらに21XX年に発表された彼らの研究では耳の不自由な両親の間に生れた耳の
間える赤ちゃんも手で哺語を話している。"
以上のような内容である。声で通じなければ手話に訴える赤ちゃんの脳の仕組。哺語の
主目標が大人とのコミュニケーションにあることを明白に示す記述である。
なお上記にある “耳の不自由な両親の間に生れた耳の聞える赤ちゃんが手話に似たよう
なことをする"という内容は、転嫁行動 [1、22]と考えられる。次節5.7で再びとりあげて
みたい。
5.7 再帰説が教える乳幼児環境の大切 さ
夢から目覚めた誕生後0～2ヶ月の赤ちゃんの前に、母親があらわれたとしよう。視力に
非常に乏しく、ぼんやりとしか見えない赤ちゃんの目は、ゆっくりと動く“丸いもの"を
本能的に追い求めている。赤ちゃんの脳は、この丸いものに自発的微笑すなわち “微笑み
ましょう"という命令を筋肉に指令すると同時に、母親から返される笑顔が、“丸いものの
心地よい変化"となって現われることを予測し、さまざまな (心地よい)変化を事前に準
備する。脳にとって命令が “シンボル"であり、未受信の母親の顔の形のさまざまな心地
良い変化が “実体 (文献[22]ではコピーという用語が使われている)"となって脳に準備さ
れている。目や耳の感覚器官を経て僅かな時間遅れで赤ちゃんの脳に到達する外来性求心
情報としての “丸いもの"つまり母親の顔形の変化と、あらかじめ準備されていたコピー
(実体、“丸いもの"の心地良い変化)との間に大きな差がなければ、脳は赤ちゃんの筋肉
に出した “ほほ笑みましょう"という随意運動を促す命令が着実に実行されたことを知る
(脳は安心する)。
逆に図9に示した出カコピーと外来性求心情報に差がある場合、つまり丸い形に何の変
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化もない場合、あるいは脳にとって予想外の変化が、丸いものの形に観測された場合、こ
の入力信号は再帰的情報ではないと判断する。このような脳の “期待"を満たさない外来
性情報の連続はヒトのみならず他の動物一般に対 しても、フラス トレーションの状況に追
い込む。フラス トレーションのキーワー ドは “期待"である[22]ことに注意したい。
過去の経験に基づく “期待"が満たされないとき、脳はフラストレーションの状況に陥
る。図9に示すようにフラストレーション蓄積の状況を脱出しようという赤ちゃんの脳の
試み (現状打開策)は、
外来性刺戟を無視した思い切った行動 (大人の側からは想像できない行動)を運動系に
命じて、状況を大きく変化させ、フラス トレーションの状況を脱出できるか否か試して
みる[22]
“外来性情報は全て期待外れ情報となる"と判断し、この状況から逃れるため、善悪全
ての外来性情報を拒絶 し、例えば “見ない"、 “聞かない"、 “言わない"といった能動
行為を停止するといった行動に出て、フラス トレーションの状況から脱出することを試
みる [7]
再帰議 θθ′髪ρ2“励θOフ
再帰情報 出カコピー
外来性
求心情報
オックスフォー ド動物行動学辞典、Dマクファーランド(編)、 木村武二(監訳)、 どうぶつ社、(1993)より
図9 再帰説
:フラズトレーションf                :
:      過去の経験をもとに“期待"していたことが行動によって :
:      満たされない場合に生じる            !
:転嫁 ほ動
“
edireθιθごろ(〔:,1.Jl:】!′1:,,1:1:″          :
:      現在の状況とは無関係な、外来刺激に対する活動  :
三      この行動はフラストレー ション状況のときに生じる  :
『オックスフォー ド動物行動学辞典』、Dマクファー ランド(編)、 木村武二(監訳)、 どうぶつ社、(1993)より
図10 フラス トレーションそして転嫁行動
(フラストレー ションのキーワードは “期待")
コンパレー タ
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といった結果につながり得る。
以上のように、フラストレーションの蓄積は外来性刺戟とは無関係な行動、すなわち転
嫁行動 (redirected behavior)つまり暴力、沈黙等々となってあらわれ得る [7、22]。
転嫁行動は現状を打開するためにとられる脳にとっての最後の手段と解釈することもで
きよう。前節で述べた事例をここでもう一度考えたい。耳の聞える赤ちゃんが、耳の間え
ない両親に対し哺語による懸命のコミュニケーションが期待外れに終ったために、フラス
トレーションの状況に陥った脳は、現状打開のため回のかわりに手を動かすことを命ずる。
この転嫁行動が、日常手話を使用している耳の間えない両親によって見逃されることはな
いであろう。テレビの大型画面あるいは他のことに気をとられている母親に対し、哺語に
よるコミュニケーションが通じないと判断した赤ちゃんは、手足でコミュニケーションを
試みよう。母親はこの行為を理解するであろうか。テレビ画面はこの転嫁行動に気付くで
あろうか。カラフルなテレビ画面を見て、手足をばたつかせて喜んでいる、話しかけてい
る、と大人は解釈するのではないか。
乳幼児とつけっばなしのテレビの関係、あるいは授乳中携帯電話に夢中になる母親の姿
勢が如何なる結果をもたらすか。社会人になるための準備をしなければならない大切な時
期に一方的にテレビを見せられる、あるいは携帯電話、CD、DVDプレイヤー、携帯型音
楽プレーヤ (例えばウォークマン)等に夢中になっている大人から適切な反応が得られな
い、といった赤ちゃんの置かれている現状は憂慮すべき状況と思われる。
6 技術の基本の基本、倫理そして哲学
一むすびにかえて一
情報技術には本来、光も影も存在しない。光とするか影とするか、その答はこの技術に
向かう私達の姿勢にlCXlパーセント掛かっている。本稿では情報技術に向う私達の姿勢に
よってつくり出され得る影について、乳幼児とテレビそして絵本という切口から論じた。
筆者は東日本大震災の起こる丁度10年前の2001年3月に中央職業能力開発協会より
『情報の道、ひとの道―情報倫理を考える一』を出版したが、本稿と同様、技術と社会の
関わりという立場から技術に向う基本姿勢について論じていた。本稿を濶筆する前に同書
67～70ページに著した拙文を以下に紹介したい。
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一記―
拙著 『情報の道、ひとの道』 [2](2001年3月)より
第6節 我が国は技術に如何に対処してきたか
6.1 はじめに (略)
6.2 私の目にとまつた一つの出来事、そして反省
“余りたくさんの人が気付かなかったかもしれないけれど、数年前、新聞、テレビで報じ
られた富山・出し平ダムの土砂堆積問題は、私には、深く考えさせられる出来事であった。
電源開発に伴う黒部川開発によってもたらされる自然破壊から河川を守るためにつくられ
たダムに、ヘ ドロが予想以上の速度で堆積したのだ。下流域が危険となり、清流、黒部川
にヘドロを放出したのであったが、その被害は甚大で、黒部川、そして富山湾も茶褐色に
染まり、景観を大きく損なうとともに漁業にも大きな被害がもたらされたのである。
出し平ダムの問題は、blHK「クローズアップ現代」や新聞で、当時、取り上げられた。
開発に携わった技術者の談話として「落葉が予想以上に多かった」、「水温が予想以上に高
かった」等々、全ての原因は予想外のことであるとして語られていたが、私はただ溜泊、を
つくばかりで言葉を失ってしまう。自然を徹底的に知ることもなく、予想だけでつき進む
愚かさ、そして哲学や科学の抜け落ちた技術の落とし穴の大きさと被害の大きさを私達は
経験したのであった。
この出し平ダムの例が示すように、自然の奥深さを知ることもなく、開発のメスをつぎ
つぎに入れる技術者をあざ笑うように自然はいつも仕返しをする。我国固有の山河の自然
を深く調べることもなく、水温も予想、落ち葉の量も予想と、予想だけで進む技術者の姿。
私達は反省しなければならない。
自然に対する技術的支配の思想を確立したともいうべきフランシス・ベーコンが、前述
の “自然は服従することによってのみ征服される"という名言を残したことは技術史の世界
では広く知られている。ベーコンの言う“自然に月風従すること"もなく、つまり、自然を徹
底的に知り、学ぶこともなく、しかも技術者の側から一方的に自然を征服しようとする我
国の伝統的な姿勢を、ベーコンの言葉は強く警告するものとして受け止めねばならない。
今からでも、決して遅くないと思う。"
―以上―
上記で語られた出来ごとは、今から思えば2011年3月11日の東日本大震災に伴ってひ
き起こされた原発事故を非常に正確にシミュレー トするような “小型原発事故"とも呼ぶ
べきもので、ともに電力事業がからんでいた。
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3月H日の事故直後に関係者の国から共通に出てきた言葉は、やはり “予想外に大きな
津波であった"であったが、筆者はこの言葉を心底から打ちのめされる思いで聞いた。上
に述べた “今からでも、決して遅くないと思う"という思いが木端みじんに打ち砕かれた
からであった。
3月11日以降最初の数日間、人々の論調に私は注意深く耳を傾けていたが、やはり “予
想外のことだから、仕方がないのでは、未曾有の天災だったのだから"というニュアンス
で語られていたと記憶する。
フランシス・ベーコンの有名な言葉 “Nature obeyed and conquered."に、今こそ真摯
に耳を傾けねばならない。
技術におけるロゴスの部分への投資 (今日一日の利潤を最優先して追求するという立場
からは負の投資)が、技術を安定且つ健全に発展させるために必要不可欠なことであるこ
とは純粋に自然科学の立場に立って考えてみても自明なことである。
情報技術は技術の中の技術、いわば “技術の中のキング"として位置づけられる。しか
し、情報技術においては負の部分、影の部分は、日に見える形では現れてこない。真に覆
蔵された形で存在している。この意味で情報技術は、あらゆる技術の中で最も手強い影を
伴った技術である。
本稿では情報技術の光と影の部分を論じ、特に情報技術に向う私達の基本姿勢によって
は、乳幼児を育て成長させる環境に大きな影が落され得ることを論じた。
本稿で述べたようにヒトの赤ん坊が誕生後に置かれる空間は、“子宮外胎児"として心身
ともに健やかに成長できる空間でなければならない。すなわちヒトの赤ん坊の場合、高等
哺乳類の中で唯一の例外として “就巣性"であるために、理想的な “巣"としての空間が
与えられねばならない。しかし、この空間は多くの場合、情報技術の成果としてのメディ
アであふれた大人の空間と同居している。
理想的であるべき“巣"の周りにはテレビの大画面、母親の手の中の携帯電話、CD、DVD
プレーヤー、ゲーム機、あるいは早期知識つめ込み型教育ソフト、ペットロボット等が存
在し、赤ちゃんの眼そして耳に飛び込んでいる。情報技術の影がこの空間に強く落されて
いる。赤ちゃんの心に、感性、創造性、努力持続性等を育むべき大切な時期、このような
状況が一体何を意味するか。私達には、このことを深く考える姿勢が求められている。
情報技術を真に人類の福利の向上に役立てるために、如何に努力すればよいか。テクノ
ロジーの語源を辿ればギリシャの昔に遡る。テクノロジーの本来の意味は、テクノロジー
=テクネー 十ロゴス、であった。人類がテクノロジーの本質に真摯に目を向けていた時
代に立ち戻って考えれば、ロゴスつまり倫理、哲学に十分な基盤をおくテクネーとしての
情報技術の発展が、今世紀コンテンツの時代に強く希求されている。
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